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日本花掃岩類のRa含有量は貫入時代別に








1927;RGSSNER, 1933; LARSEN and
KEEVIL,1942)が指摘している.日本 の場
合には新白亜紀 ･第三紀 (中新世)花尚岩体
にその例がある (第1,2図).しか し鎖 家
期花尚岩類では,SiO2約65%以上になると
Raが減少するという特異性が認 め られ る
(第3図).
B 連続貫入の花嵐岩類 北九州の新 自重





て段戸地区 (愛知県)の領家期花 樹岩類 で
は,貫入期が新しいものほどRa濃縮の程度
が小さくなる傾向がある (第3,4図).





























尚岩類につい て,また W ESTERVELD (19 している.
54)もインドネシャの深成岩類について報告 これらの事実 は RANXAMA (1946)の指
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抱に一致する;但し彼のデータは,たとえば きに過ぎるし,また中には検討を要 す る も
第三紀花尚岩類に関するものはその数が少な の2'も含まれているのであるが,そのような
第 1 表 西南日本花園岩数の Ra含有量




















































第 2 表 Canadaの花尚岩体中の放射能分布
(INGHAM-KEEVIL,1951)

























































黒 色 鉱 物
ジ ノレ コ ン
燐 灰 石
チ タ ナ イ ト
その他の副成分鉱物
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とが必要であると考えられる.
上述の可能性が含蓄する重要性は,ウラン
























衆分化岩体や或る火山の場合 な ど)をみ と
めながらも,造山帯における底盤花園岩体を
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桃井 Tertiaryのものは gabbro,領家では granodiorite,diorite又は inclusionである･
それぞれ1つの岩体である.verycontactのものは samplingしていない.
